
資料１ 

協 議 

 

安曇野市教育大綱と安曇野市教育振興基本計画の統合について 

 

１ 趣旨 

安曇野市教育委員会では、「第３次安曇野市教育大綱（令和５年度～令和９年度）」の

趣旨・内容を踏まえた「安曇野市教育振興基本計画」の策定を進めている。この計画は、

文科省通知に基づき、安曇野市教育大綱を兼ねるものとしたいため、協議の上、承認を

いただきたい。 

 

２ 経過等 

(１) 教育大綱と教育振興基本計画の根拠等 

計画 根拠条文 概要 

教育大綱 

(義務) 

地方教育行政の組織

及び運営に関する法

律（昭和 31 年法律第

162 号）第１条の３ 

国の教育振興基本計画を参酌し、その地域

の実情に応じ、当該地方公共団体の教育・

学術・文化の振興に関する総合的な施策の

大綱を定めるものとする。 

教育振興基

本計画 

(努力義務) 

教育基本法（平成 18年

法律第 120 号）第 17 条

第１項・２項 

国の教育振興基本計画を参酌し、その地域

の実情に応じ、当該地方公共団体における

教育の振興のための施策に関する基本的

な計画を定めるよう努めなければならな

い。 

 

(２) ２つの計画の関係 

ア 教育大綱・教育振興基本計画のいずれも、国の教育振興基本計画を参酌して定め

るものとされている。 

イ この２つの計画の関係については、次の文科省通達がある。 

〇地方教育振興基本計画その他の計画との関係 

地方公共団体において、教育基本法第 17 条第２項に規定する教育振興基本計

画その他の計画を定めている場合には、その中の目標や施策の根本となる方針の

部分が大綱に該当すると位置付けることができると考えられることから、地方公

共団体の長が、総合教育会議において教育委員会と協議・調整し、当該計画をも

って大綱に代えることと判断した場合には、別途、大綱を策定する必要はないこ

と。平成 26年７月 17 日付け 26 文科初第 490 号文部科学省初等中等教育局長通知 
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３ 安曇野市教育振興基本計画の策定経過 

(１) 安曇野市教育大綱の課題 

 安曇野市教育大綱は、目指すべき「安曇野の子ども」像を的確な標語として掲げてい

る。他方で、基本理念・基本方針と具体的な各事業が必ずしも結びついておらず、また、

進捗管理のための成果指標が設定されていない。 

                ↓ 

より計画的に教育行政を進めるため、「安曇野市教育振興基本計画」の策定に着手し

たもの。 

 

(２)  安曇野市教育振興基本計画策定の目的 

教育分野における本市の目指すべき姿と進むべき方向性を定め、中長期的視点に

立った本市の教育に対する考え方や事業の進め方などを市民に明らかにする。 

 ア 教育行政の計画的・総合的な推進 

  ・教育行政全体を見据えた計画策定・改訂・進捗管理を図り、バランスの取れた

施策の展開を図る。 

 イ 教育委員会所管の行政計画の一元化・体系化 

 

(３)  ２つの計画の統合に向けた確認事項 

 ア 現在、教育委員会では、「安曇野市教育大綱」に基づき、以下の個別計画を定め、

各課が進捗管理している。 

  ①教育委員会が所管する主な個別計画 

・市小中学校の将来構想 

・第２次生涯学習推進計画 

・第２次文化振興計画 

・第２次図書館基本計画 

・新市立博物館構想 

・第２次子ども・子育て支援事業計画 
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 ②計画期間等 

イ 第２次生涯学習推進計画は、改訂版が令和５年度に施行されたばかりであり、こ

れを本年度に更に大きく変えることは行わない。  

ウ 本年度に策定する第１次教育振興基本計画では、既に計画が施行されている分野

について抜本的に見直しを行うことは難しい。 

 

◎したがって、第１次教育振興基本計画は、以下の構成になると見込まれる。 

総則…教育委員会６課が共通して目指すべき基本理念・基本方針 

各論…現在、個別計画を策定していない学校教育分野、学校給食分野の個別事業。 

  

(４) 教育大綱と教育振興基本計画を統合した場合の期待できる効果 

《教育振興基本計画と、それにぶら下がる各課の個別計画》という枠組みを作る

ことで、第２次教育振興基本計画で予定される教育委員会所管の各計画の統合・

再編に向けた基礎固めができる。 

国・教育振興基本計画

総合計画

教育振興基本計画

教育大綱 教育振興基本計画に統合

小・中学校の将来構想 教育振興基本計画に統合

生涯学習推進計画

文化振興計画

図書館基本計画

新市立博物館構想

子ども・子育て
支援事業計画

こども計画

R6.4.1 R7.4.1 R8.4.1

R6年度 R7年度

R9.4.1 R10.4.1 R11.4.1 R12.4.1

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

国の次期計画を精査しつつ、改訂

１年延長・改訂年度

１年延長・改訂年度

１年延長・改訂年度
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  ・ただし、現在施行中の個別計画が安曇野市教育大綱に基づいているので、安曇野

市教育大綱を兼ねるものとなる教育振興基本計画は、教育大綱の内容から大きく

異なるものとすることは難しい。 

                  ↓ 

第１次安曇野市教育振興基

本計画（令和７年度～10 年度） 

原則として、現在の「第３次安曇野市教育大綱」

を引き継いだ内容となることが見込まれる。 

第２次安曇野市教育振興基

本計画（令和 11 年度～15 年

度） 

教育振興基本計画と各個別計画を同じタイミン

グで改訂することで、教育振興基本計画→それに

基づく各個別計画という教育行政の一元化を実

現することができる。 

 

(４) 策定経過 

令和５年 11 月 教育委員会定例会へ趣旨説明 

12 月 市議会福祉教育委員会への説明 

 関連例規の整備等 

令和６年５月 第１回庁内プロジェクトチーム会議 

７月 第１回計画策定検討委員会開催 

 小中学生・保護者に対するアンケート実施 

 子どもの意見聴取（ワークショップ） 

（以下予定）  

８月 アンケート分析・計画骨子作成 

９月 第２回庁内プロジェクトチーム会議（計画骨子案作成） 

 第２回計画策定検討委員会（計画骨子検討） 

10 月 第３回庁内プロジェクトチーム会議（計画素案作成） 

11 月 第３回計画策定検討委員会（計画素案検討） 

12 月 パブリックコメント 

２月 第４回計画策定検討委員会（成案報告） 

 

 

   

       

（以 上） 
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資料２ 

報 告 １ 

 

子どもの安全な環境について 

 

１ 趣旨 

「穂高北小学校狐島区スクールバス等の児童の安全確保を目的とした柔軟な運用に

ついての陳情」等について報告するとともに、これに対する意見や現地視察を踏まえ

た所感等を交換するもの。 

 

２ 経緯 

(１) 「穂高北小学校狐島区スクールバス等の児童の安全確保を目的とした柔軟な運用

についての陳情」について（陳情者 狐島地区子ども育成会安全指導部、狐島区） 

 ア ６月の市議会において、当該陳情が採択された。 

 《陳情の趣旨》 

① 穂高北小学校狐島区スクールバスの通学距離による利用基準を緩和すること。 

② スクールバス停留所は、児童が歩道を歩き安全に登下校できる場所を基本とす

ること。 

③ ①・②は、状況の変化に応じ見直していくこと。 

④ 全ての安曇野市立小学校のスクールバス運行について、見直しと改善を図るこ

と。 

※全文は別添のとおり。 

イ ７月 19 日、教育委員が現地を視察した。 

 

(２) 「穂高北小学校スクールバスに係る要望」について（要望者 豊里地区） 

ア 穂高北小学校におけるスクールバス利用基準は学校から片道４㎞以上とし運用

されてきたところ、野生鳥獣の出没や気候変動、人家のない区間の通学を余儀なく

されること等からの利用基準の緩和を求める要望が以前から繰り返しなされてき

た。 

イ 利用基準を見直し、①１，２学年の低学年であって、所定のバス停まで徒歩で行

けること、②下校時に相当の距離にわたり単独下校となること、③通学距離が3.5km

以上である等の条件を満たす児童については、スクールバス利用を認めることとし、

令和６年４月から運用を開始した（新利用基準）。 

 ウ 今回、新利用基準に対し、「３学年に達した後は、単独通学となり安全確保が十

分に保てない状況に陥ることが懸念される」等の理由で更なる利用基準の緩和を求
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める以下の要望が為された。 

人家の少ない田園地帯や野生鳥獣の出没区域が通学路となっている地理的状況か

ら、安全確保のため、さらに乗車基準を見直し、豊里区全児童がスクールバスを利

用できるよう要望するもの。 

 

(３) 教育委員会としては、安曇野市教育大綱の掲げる「からだを動かし、頭で考え、

心に感ずる《未来を拓くたくましい安曇野の子ども》」を育くむためには、子どもが

安全に、安心して学ぶことができる環境を整えることが必要であること、そして、そ

のために何ができるか考えていく必要性を改めて確認した。 

 

 

（以 上） 
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資料３ 

報 告 ２ 

令和６年度 安曇野市中学生キャリアフェスティバルについて 

 

１ 趣旨 

 安曇野市中学生キャリアフェスティバルについて、令和６年２月の総合教育会議で協

議いただいた意見等をふまえて進捗を報告するもの。 

 

２ 開催要領 

(１) 目的 

生徒が地元安曇野市にある企業などを知り、そこで働く大人の姿や考えに触れる

ことで、自らの生き方・働く意味を考える機会とするとともに、地域の大人とのつ

ながりを通じて郷土愛を持てるようにすることを目的とする。 

 

(２) 日程・対象等 

 ア 日程 10 月 17 日(木) 

 イ 会場 穂高公民館 

ウ 対象 安曇野市中学１年（780 人,R6.5.1 現在） 

 

３ 参加企業等 

   市内企業 61 事業者（R6.7.16 現在） 

区分 申込数 

農林水産業 7 

製造業 14 

建設業 1 

医療福祉介護 16 

飲食業 3 

小売業 2 

サービス・公務 18 

総計 61 

                          詳細は別紙のとおり 

   

４ 総合教育会議の意見を踏まえた改善点 

(１) 生徒が受け身にならないよう主体的に参加できるための工夫 

 ア 生徒による実行委員会の組織 

・各中学校から２名ずつの委員を選出した実行委員会を組織し、当日の開・閉会

式の進行や連絡事項の伝達等を行う。 
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イ 事前の情報提供 

  ・生徒の主体性を大切にするために、事前に懇談するブースへの生徒の割り振り

は行わない。 

・Web ページの充実や丁寧な事前説明等を行う。これにより生徒たちは、あらか

じめ「自ら訪問したい企業」を十分な時間をかけて考えることができる。 

・「どの企業を訪問するのか。何を訊くのか」といった十分な動機付けと事前準

備を行うことにより、地元で働く皆さんと中身の濃い交流を行うことが期待で

きる。 

 

(２) 学校を超えた生徒同士のコミュニケーションを行うための工夫 

 ア 学校を超えた班分けで行う「振り返りタイム」の設定 

   ・地元で働く皆さんとの交流後、当日の感想等をまとめる「振り返りタイム」を

設ける。この際、学校を超えた班分けを行い、お互いに感想を共有していただ

くことで、より広い交流を図る。 

 

５ その他 

  ア 「安曇野市中学生キャリアフェスティバル」の成果については、冊子等を作成

し、参加者等に配布するものとする。 

  イ 「安曇野市中学生キャリアフェスティバル」については、積極的に広報、周知

する。 

 

 

 

（以 上） 
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資料３-別紙 

NO 事業者 業種 区分 

1 ハマ園芸株式会社 総合園芸店 01 農林水産業 

2 有限会社斉藤農園  農業 01 農林水産業 

3 野口雄貴 農業 01 農林水産業 

4 
有限会社安曇野ファミリー

農産 
農業（果樹） 01 農林水産業 

5 Com Com ファーム 
農産物生産販売、民宿水稲・とうも

ろこし・玉ねぎ・黒豆 
01 農林水産業 

6 株式会社辰巳 
信州サーモン・ニジマス等の養殖

業・惣菜・菓子製造業 
01 農林水産業 

7 株式会社十一屋 
ワサビ栽培 セロリ栽培 パセリ栽

培 ワサビ一次加工  
01 農林水産業 

8 
セイコーエプソン株式会社

（豊科事業所） 

製造業（プロジェクター/産業用ロ

ボット） 
02 製造業 

9 株式会社マル井 食品製造業 02 製造業 

10 有限会社猪又鈑金工業 製造業 02 製造業 

11 VAIO 株式会社 
パーソナルコンピューターの製造・

販売 
02 製造業 

12 株式会社ちくま精機 工場自動化機器の開発・設計・製作 02 製造業 

13 彩香 菓子製造販売 02 製造業 

14 ゴールドパック株式会社 清涼飲料水の製造 02 製造業 

15 サスナカ通信工業株式会社 IT 系 情報通信 02 製造業 

16 日本電熱株式会社 工業 製造業 02 製造業 

17 株式会社サンコー 製造業 02 製造業 

18 
株式会社 

デンソーエアクール 
ものづくり企業 02 製造業 

19 合同会社安曇野ブルワリー 醸造（発泡酒） 02 製造業 

20 
ジェーシーシーエンジニア

リング株式会社 
機械製造業 02 製造業 

21 
株式会社ハーモニックドラ

イブシステムズ 
製造業（歯車） 02 製造業 

22 
長野県建設業協会安曇野支

部・安曇野市建設業組合 
建設業（土木・建築） 03 建設業 

23 安曇野市社会福祉協議会 福祉・介護（障がい者支援） 04 医療福祉介護 
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NO 事業者 業種 区分 

24 
安曇野市社会福祉協議会 

介護事業課 
福祉・介護（高齢者介護） 04 医療福祉介護 

25 
安曇野市社会福祉協議会 

穂高西部児童館 

保育士・教員・社会福祉士・児童厚

生員・放課後児童支援員 
04 医療福祉介護 

26 
安曇野内科ストレスケアク

リニック 

医療（医師・看護師・公認心理士・

カウンセラー） 
04 医療福祉介護 

27 NPO 法人 Gland・Riche 
障がい者福祉、子どもの居場所、地

域づくり 
04 医療福祉介護 

28 有限会社 宗明会 介護 04 医療福祉介護 

29 一般社団法人 ALiS 医療サービス 04 医療福祉介護 

30 安曇野赤十字病院 医療・福祉 04 医療福祉介護 

31 相談支援センターそらいろ 
福祉・相談支援・療育センター・グ

ループホーム 
04 医療福祉介護 

32 安曇野市社会就労センター 社会事業授産施設 障害者福祉施設 04 医療福祉介護 

33 
デイサービス 

クローバー安曇野 
地域密着型通所介護 04 医療福祉介護 

34 孝明豊科館 介護老人保健施設 04 医療福祉介護 

35 
サンクス小規模多機能型居

宅介護やすらぎ 
小規模多機能型居宅介護 04 医療福祉介護 

36 ほっとハウス・ほたかの家 
認知症対応型共同生活介護・グルー

プホーム 
04 医療福祉介護 

37 いやしろ地えんじゅ 介護福祉施設デイサービス 04 医療福祉介護 

38 
訪問介護ステーション 

れんげそう 
介護福祉施設訪問介護ステーション 04 医療福祉介護 

39 
ギョウザミュージシャン 

嶋田湧 

飲食店・移動販売・ミュージシャ

ン・音響・音楽教室 
05 飲食業 

40 月とビスケット. カフェギャラリー 05 飲食業 

41 
bean to bar chocolate  

茶菓 

カカオ豆を仕入れて自家焙煎しチョ

コレートを作っています 
05 飲食業 

42 株式会社アイダエナジー 燃料小売業 06 小売業 

43 株式会社綿半三原商店 小売業・菓子製造・販売 06 小売業 

44 ライフホップ キャリアカウンセリング業 07 サービス・公務 

45 
安曇野地球宿（増田望三

郎） 
その他サービス業 07 サービス・公務 

46 らふてる 
学習塾、フリースクール、居場所、

学校、教育、農業 
07 サービス・公務 

47 
公益財団法人  

安曇野文化財団 
その他サービス業 07 サービス・公務 
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NO 事業者 業種 区分 

48 瀬戸康弘、英里佳 
海外で働く（JICA 海外協力隊、海

外駐在員） 
07 サービス・公務 

49 
特定非営利活動法人 

GRIT BASE 
運動指導・子育て支援 07 サービス・公務 

50 雷鳥写真家・高橋広平 写真家 07 サービス・公務 

51 
中部電力パワーグリッド 

株式会社 
一般送配電事業＝電気を送る会社 07 サービス・公務 

52 まなびのいえ プログラミング教室・学習塾 07 サービス・公務 

53 松本広域消防局 公共サービス業 07 サービス・公務 

54 安曇野警察署 治安維持に関わる公務 07 サービス・公務 

55 松本山雅 FC スポーツビジネス 07 サービス・公務 

56 
一般社団法人  

安曇野市観光協会 
サービス業（接客業） 07 サービス・公務 

57 安曇野建設事務所 技術系の公務員 07 サービス・公務 

58 長野県水産試験場 農林水産業 07 サービス・公務 

59 安曇野市内郵便局 複合サービス業 07 サービス・公務 

60 安曇野市役所 その他サービス業 07 サービス・公務 

61 安曇野市こども園幼稚園課 こども園・幼稚園 07 サービス・公務 
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資料４ 

報 告 ３ 

 

小規模特認校制度導入の進捗について 

 

１ 経緯 

 令和６年２月（令和５年度第２回総合教育会議）以降の進捗状況は以下のとおり。 

 

令和６年２月 教育委員会定例会で、関係する規則、要綱を整備。 

 

３月 市内小学生に小規模特認校制度周知チラシを配布。 

 

５月 明北小学校にて明北小オープン DAY（学校見学会）開催。 

    

     ６月 令和７年４月転入学児童の募集開始。 

        広報あづみの６月号に特集記事掲載。 

 

２ 今後の予定 

相談期間                ６月中旬～９月下旬  

小規模特認校への入学・転校申請期間   ６月下旬～10月上旬 

就学決定                11 月上旬  

第１期生転入学              令和７年４月から 

 

３ ７月 16 日現在の手続者数等 

（１）見学者数 

５月 22 日 

明北小オープン DAY 

参加者数 

６月 25 日 

明北小学校見学会 

参加者数 

合計 

30 名 23 名 53 名 

 

（２）申請書交付者数 

新１年生 新２～６年生 合計 

３名 ２名 ５名 

 

手続をする方は、小規模校であることや、明北小学校の環境に魅力を感じている様子。 

（以 上） 
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